平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名: 新 恵みの森づくりコンソーシアム推進事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　林政課　森林づくり担当　電話番号：058-272-1111（内3019）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,300千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）恵みの森づくりコンソーシアムの運営事務

（２）恵みの森づくりコンソーシアムのＰＲ、会員の募集

	２　所要経費


業務旅費　　　　　971千円（県内、中京圏、首都圏等でのイベントやビジネスマッチングなどの活動）
需用費　　　　　　 37千円（コピー用紙、イベント用パネル等の事務用品）

役務費　　　　　　 20千円（電話代及び郵送料等）

使用料及び賃借料　 72千円（会議室借り上げ）

負担金　　　　　　200千円（イベント出展費用）

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
・生物多様性に配慮しながら、里山林等の保全、利用を促進するため、住民や企業、NPOなどによる活動を支援する
	２　これまでの取組状況


・全国植樹祭５周年大会において設立宣言、設立趣意書発表と設立発起人による署名（H23.5.21）

・設立総会開催（H23.7.18）  参加者：２５団体（３７名）

          　　　　　　　　  内　容：規約（案）、事業計画（案）、予算（案）の審議

・コンソーシアムＰＲ活動第1弾として、東京・六本木ヒルズにおいて、モア・トゥリーズ(*)と連携し、六角桶（加子母森林組合(*)が開発）を使ったワークショップ、観光キャンペーン（県観光連盟(*)、県）を開催（H23.7.30～31）････････ (*)はコンソーシアム会員

・コンソーシアムPR活動第2弾として、山の日フェスタ（JR岐阜駅前広場）において六角桶の木工教室を開催（H23.8.7）

・コンソーシアム関連事業｢森のふるさと、水の源流を訪ねる親子体験モニターツアー｣を中津川市等において実施（H23.10.15～16）

	３　これまでの取組に対する評価


・県内外の企業、ＮＰＯなど２３団体がコンソーシアムの設立趣旨に賛同し、会員となっている。（H23.10.18現在）
・東京で実施したワークショップ等の参加者からは、「木の香りがとてもよかった」「木に触れることができて嬉しかった」「森林や源流の岐阜県を体験したい」等の感想が寄せられ、岐阜県の森林の恵みの活用に対する理解が広まりつつある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300

	決定額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300


恵みの森づくりコンソーシアム


「全国植樹祭5周年記念大会」(H23.5.21)において、今後５年間の森林づくりの方針として、新たに「環境保全に重点を置いた森林づくり」を打ち出し、それを担う民間主導・県民協働の組織として設立された。








